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-教養 のための -

味 の

朕は甚だ俊碓多岐であって､これを化学的に解決する

ことは不lTl機に近いolrjlとなれば床は生理的には或る物

質が唾液に桁けて舌の尖端にある/｣＼さな穴に落ち込み､

神経を刺戟して旨いとか､まづいとか､甘いとか､辛い

とか感ずるのであって､人によってその感覚に相当な差

があるばかりでなく､さらにいろいろな昧がまざった場

合が多いからである｡しかしこのような調和のある総合

的な陳でなしに単に甘いとか酸いとかいう､個々の陳に

ついては化学的に幾分説明できる場合がある.さて昔か

ら我が国ではL.BJ､ヰ､甘､懐､賊の五味を昧の基磯とし

ている｡ これらの陳が 化学的構造とどんなBb'係がある

か､つまりどんな構造をもったものは甘いか､辛いか等

を説明すると同僻に大方の化学的知識を広める一助とし

たい｡

1. 有機 化合物 とは どん な ものか

むかし生物体を横切する物質或は生物が生産する物質

は鉱物界即ち無機界の物質と性質が著しく異なり､到

底八刀では作り得ないと考えた｡そこで生物即ち器官を

･宙するもの､即ち宵横路にFligする化学を有機化学と呼ん
だ｡ところが､孔竹が進歩'するにつれて幾多の動旭物硯分

が発見分離されしかも合'戊されるに及んで､この斥機化

学のせ義:ま知宅執扶となった｡しかし生物界から得られる

大部分のものは､炭素を堵格としているという特徴があ

るので､やはりチ無機化学と区別して有機化学と呼んでい

る即ち揖索を 骨格としている 化合物を有機化合物とい

い､有機化合物の化学を何銭化学tJ定義しているのであ

る｡有機化合物はFIR葉 (C)の外におもに水素 (H)酸

莱 (0)窒素 (N)稀に帆英 (S)燐 (p)始めて柘に

虚菜 (Cl)sl_演 (Br)沃素 (Ⅰ)鉄 (Fe)マグネシウ

ム (Mg)などの尻子を含んでいる｡ 今日までに発見さ

れた数は約20-30万に達している｡この多数a)有機化合

物の骨格をなしている択東原子は､その結びつき-)Jに-

1,{のfFJ.がある｡この勤 ま三つに大別される｡即ち①闇 ))

族化合物､②炭兵環状化命物､③ヘテロ環状化合物であ

る｡①は炭東の肯格が鎖状に細長いもので 一糸非環状化

合物または鋭状化合物ともいわれるoLg)は炭素の肯格が

環状をしているもので､これをさらに (イ))ン否族環状

化合物と(ロ)脂肪族環状化合物に分けるo (イ)は炭

化 学

素の数が6個の環でbL<L素のI川は一つおきに二重結合があ

る｡ (ロ)は環を形成するbu<演の数に制限がないのであ

る.③は環を形成する骨格に択菜以外の原子を含むもの

で､一般に酸素､篭素､硫黄が含まれているO勿論､角

磯化合物の中には①②③とは1きり区別できない①r2)3)

棚互の結合したもの即ち合いの子が多数ある｡このよう

に有機化合物にはいろいろの傍机みがあり､この肯削み

に水素､簡素､窒兼などのZWJ'肉や皮膚が附1出していろい

ろな化合物ができあがっているので､fi機化合物の机み

立てLjJ-､できあがり万を表わす式を構造式といい､ただ

単に化余物を構成している似 (一乙およびその数のみを記

した式を分子式というのである｡つまり つ の分子式で

もいろいろの構造式ができるわけである0

2.か ん 味

塩からいという峡は仙こよって生じるのであろうか､

この班にはナトリウム(Na)が必安である.ナトリウム

を含む化合物令(榊 鳩 か.らいのではないが､j隅 に塩か

らいものは必ずナトリウムをその 成分として含んでい

る｡この代表的なものは塩化ナトリウム(NaCl)である｡

これは俗に食塩とか執.こ塩と呼ばれているもので､塩

素 (C1)とナトリウムの化f)物である｡この物質は私た

ちの生命を保持するとに絶対に必柴なものであるoflhz7ほi

動物の1m液中にはおよそ0.6-0.9,00'位含まれているのを

見てもわかる｡私たちは料理した食物とか､磁物とか､

駈糾う､劉 =などからたえずこれ蟹とっているol晶 (̂二

1人､1年に約12れ 欧米人は約10八g､圃 羊人は約6人y

とっているといわれているoこの食胤 主刑存知1のように

海水から得られるO的王水には約300'含まれているo朴:i

などで:i:FjJ_大な■/;･J.1.,i剛 ,'あるので､これを採射して鮎と

している｡

鹿北ナトリウムはIl-:./lく面体U)佃色0)結晶で融点(冊や

する搬度で､化合物によっ てそれぞれ ･'起している!),

ら､これを測定してその純変剖到ぎ知ることができる)

が800ocで水には約35/Oo'比とけるがアルコールには軒ん

ととけない｡次に何機化合物が塩かbrJ､もの()代夷とし

ては林檎酸ナトリウム塩がある｡ 林檎酸は 果物の舶 二

含まれ､剰勿の酸っぱい昧を r,!･す るものの-･つであ-,て

少しも兼吉から〈ない｡
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上の構造式で林檎酸の2個のカルボキシル基 (-CO

OH)は後述する酸【沫をr占する基となるが､このカルボ

キシル基中いづれか-･方をナトリウム塩 (酸に特有な水

莱(H)原子を金岡で置きかえたものをヂナトリウム盤

という)にしてもそんなに塩からくないが両方ともおき

かえたナトリウム塩即ちヂナトリウム塩は非常に塩から

くなる｡腎臓病患.糾こは食塩を与えるのは望ましくない

ので､醤油中の食塩のかわりに林檎酸ヂナトリウムをも

ってした醤油ができている0

3.酸 味

酸っぱいという味は化学的に一番説明しやすいo物質

中の或るもの､即ち電解質が/K溶液中で一部 (+)およ

び (-)のイオンに解離するというのが所謂イオン説で

ぁるが解離して水素イオン(班+)を出すものは全部酸

味をIjEするO即ち､塩酸や硫酸の酸っぱいのは次式のよ

ぅに屯解して(H+)イオンを出すからであるo

Hc1 - -> H+ 十 Cl-
t-I-I-～

塩酸 水素イオン Jfn,;索イオン

ー→ 2H+ + So†HヱSOIー_
離 酸 水素イオン 硫酸イオン

それでは有機化合物ではどうであろうか､角臓物が水

浴液中でl&離をおこして水来イオンを生ずるのはたいて

い前述したようなカルボキシル基 (-COOH)を持っ

ている｡こういうものを脱酸,硫酸などの無機酸に対し

て有機酸というo例えば､鮎酸､酪酸等のような有機酸

は次式のように､このカルボキシル基の解離によって有

機酸基と水素イオンを生ずるためである｡

R-COOH-→ R-COO一十 H+=…-=~
有機酸 有機酸基 水素イオン

cH3-COOH-1>cH3-COO-+H+=∈-
酉昌 酸 鮎酸基 水素イオン

CH3-CH71CHL-COOH

酪 酸

cH3lCH2-CH2-COO- + H+

酪 酸 基 水素イオン

上記のRはカルボキシル基の結合している相手をまと

めて表わした記号である｡

酢が酸っぱいのはこの酪酸を主硯分として合名するた

めであり､バターが古くなって独特な臭いと共に酸っぱ

い味をおびてくるのはバター中の或る成分が分解して酪

酸を生ずるためであるO酉芭酸や酢酸のようにカルボキシ

ル基を1個もっているものを-塩基性酸といい｡下記の

構造式のように2個､･3個有するものを総称して二塩基

性酸,三塩基性酸という｡

享Zoo"H 蔓710-"NHz 享HO20H HテクCI上帯-1
910H FHz HO-C-COOH

t o01 号H

CooH ico川

HC

､ C/cH
I
CCCTl

酒石酸 グルタミン酸 拘エン酸 安息香慨

また以上 (安息香酸を除く)のものは根菜が鎖状に直

結しているのでこれらを総称して脂肪族または鎖状化合

物というのである｡従って前記の酒石酸等は脂肪族二塩

基性酸と呼んでいる｡これに対して安息香酸のようにIJR

素が六角環を形成し､骨格摂素の間の一つおきに二重結

合が交互にあるものを=)i-香族化合物という｡BrJち安息香

酸は芳香族のを芳香族の ･塩基性酸である.以上の停機

酸は全部解離して(H+)を出すので酸l決を昆する｡

甘味､辛厭､苦陳については後程記載したいと思う｡

(比嘉信吉)
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